令和３年度刈谷市ごみ減量化推進会議議事録
	日　　　時
	令和４年２月１８日（金）午前１０時００分～午前１１時１０分

	場　　　所
	刈谷市役所５階　５０３会議室

	出　席　者
	ごみ減量化推進会議委員　１２名出席／２０名
産業環境部　近藤部長
ごみ減量推進課　鷹羽課長、宮田課長補佐、岡田係長、加藤、三浦

	議　題　等
	（１）ごみ減量化の進捗状況と施策について
（２）刈谷市におけるレジ袋削減に関する協定について
（３）バイオプラスチックの使用について
（４）その他
　　　プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律について

	１　あいさつ
（１）副市長あいさつ【近藤智展氏】
　　・・・新型コロナウイルスにより、社会や我々の生活様式は大きく変わった。外出自粛等により通販の利用頻度が向上し、配送に使われた段ボール資源が多く排出されている。ごみやごみの出し方についても、改めて考える機会になったことと思う。
そういった経験から思ったこと等を委員の皆様には、各立場からのご意見等を頂戴
したい。
（２）会議の説明等【事務局　鷹羽課長】
　　・・・配布資料１９ページ「刈谷市ごみ減量化推進会議設置要綱」に沿って説明。
本日は委員１８名中１２名が出席。過半数の出席であるため会議として成立する。

　　　　　現在の委員（１８名）は令和４年３月末までの任期である。
（３）会長・副会長（議長・副議長）選任【事務局　鷹羽課長】
要綱第３条３項の規定により選出を行う。加藤委員の推薦により、会長は愛知教育大学准教授榊原洋子氏、副会長は刈谷市自治連合会代表近藤雅憲氏が選出された。
（４）会長あいさつ【榊原洋子氏】
　　・・・本日はコロナ禍の中にも関わらず、過半数の出席をいただき会議が成立したことに感謝する。刈谷市はスマートシティへの取り組みを始めるとの報道があり、全国的にも代表的な先進都市である。ただ１点その取り組みの中に、ごみに関する項目が無かったことが残念である。刈谷市は、我が愛知教育大学と共同して、食品ロス削減に繋がる食マル５を企画していたり、全国女性会議の開催市になったりと、様々な面で積極的に新事業に取り組んでいるが、担当課ごとの活動であるため、横の繋がりをもって事業を進めていけると益々発展していくと思う。この会議にも、様々な立場の人が参加しているので、横の連携を作るためにも、委員の皆様からよいアイデアを出していただきたい。
２　議題【事務局　加藤】
（１）ごみ減量化の進捗状況と施策について
　　・・・会議時間を短縮し、新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、議題１について質問、意見がある場合は事前に意見書の提出を委員に依頼しており、その内容に対して事務局から回答を報告するのみとした。
　　＜事前質疑＞
　　【消費者生活学校　作田委員】
：資料６ページ　ウ．再生補修家具等展示・引き渡しについて
　再生補修家具等は、リサイクルプラザKCを運営している刈谷知立環境組合（クリーンセンター）が、粗大ごみとして搬入された物の中から、再生家具とするものを選んで補修を行い、展示・入札により販売しているため、リサイクルされる商品が限られてしまうように感じる。粗大ごみを補修して販売するだけでなく、まだ使用することのできる不用品の家具等をリサイクルできる場を広げるため、粗大ごみとして持ち込む前に一時的に仮置きする場所を設け、そこで、市民の方が随時購入することができる仕組みを設けてはどうか。
　　【事務局　加藤】
：リサイクルに対し積極的に取り組んでいきたいというご意見に大変嬉しく思う。
再生補修家具等展示・引渡事業は、ごみとして処分するために搬入された粗大ごみを、そのまま処分するのではなく、これからも使用することができるような状態に補修して展示し、入札により引き渡す制度である。
今回ご意見をいただいた、ごみではない再利用できる状態の家具等のリサイクルの推進について、新たに仮置き場を設置することも１つの案だと思うが、刈谷市では、民間企業等のノウハウを利用したリユース行動の促進を図っていきたいと考えている。昨今、豊田市や半田市、知多市において、株式会社ジモティーとリユースに関する協定を締結し、インターネットを活用したリユース活動の促進に向けた啓発活動が行われているので、刈谷市においても、こうした先進事例を参考に、リユース行動の促進を図っていきたいと考えている。
【会長】：新型コロナウイルスの感染拡大によりＤＩＹする人が増えてきている。市民の生活様式の変化にあわせて、ごみの処理方法も新たな取り組みを試してみることが大切である。
また、物を長く使う習慣を啓発していくことも効果があると考える。
【消費者生活学校　作田委員】：消費者生活学校では、リサイクルプラザKCの運営を行っている。リサイクルプラザを利用する人から、机など家庭で不要になったもののリサイクルをしたいという声を大変多く聞く。リサイクルプラザでは50ｃｍ以下の物しか取り扱いできないため、なにか手は無いかと思う。
【会長】：大きな物を運ぶことは大変な労力を必要とするため、インターネット上にページを設け、リサイクルしたい商品の写真を掲載する等、バーチャルな空間でのやりとりができると良い。
また、「欲しい」という声を先に集めて、その後に、その商品を提供したい人を募るという順序が良いと思う。

（２）刈谷市におけるレジ袋削減に関する協定について
　　・・・配布資料１５～１６ページに沿って説明。
　　プラスチック資源循環戦略が策定され、令和２年７月１日から全国でレジ袋の有料化が行われたことにより、レジ袋削減協定締結事業者だけでなくすべての事業者がレジ袋の削減に取り組むこととなった。全国一律でレジ袋の有料化が開始されたことで、本協定の意義は達成されたとし、終了としてはいかがかということをご審議いただきたい。
また、協定が終了しても、レジ袋削減の意識の低下が起こらないよう、参加店舗に対し、国・県が実施するレジ袋削減の取り組みに関する制度等への登録を啓発し、引き続きプラスチックごみ全体の削減に取組んでいけるよう支援を行っていく。

　　＜質疑応答＞
　　質問及び意見なし。
　　全委員から協定終了に対し同意を得た。

（３）バイオプラスチックの使用について
　　・・・配布資料１７ページに沿って説明。
プラスチック資源循環戦略の中で、レジ袋だけでなく、可燃ごみ指定袋などへのバイオプラスチックの使用が推奨されていることを受け、近隣市の導入状況や刈谷市での導入に対する考えを説明した。

　　＜質疑応答＞
　　【会長】：カーボンニュートラル（温室効果ガスを排出した分、植林や森林管理の二酸化炭素の吸収作用の保全・強化を行い、差引ゼロとすること）を進めていくと、新たに負担しなければ費用が発生する。バイオプラスチックに切り替えると製造コストが高くなるのは、原材料なのか加工費なのか見聞をして対策ができると良い。
　　【消費者生活学校　作田委員】：東海市等では、世帯員数に応じて指定ごみ袋を無料で配り、それ以上を使用する人は店舗で高額の指定ごみ袋を購入するという方法を実施していると聞いた。刈谷市でもその方法を参考にして欲しい。また、隣り合う市と指定ごみ袋代が大きく異なると、安い方のごみ袋を買って、その市にごみを捨てに行くというごみの持込が発生する恐れがあるので、県内または近隣市町村で、ごみ袋代の統一化を図るよう検討してもらえるとありがたい。
　　【会長】：ごみの分別が図られるよう、燃やせるごみの袋だけを高額にする等の方法も考えられる。ごみは、管理が緩いごみ置き場を狙って捨てられることが往々にしてあるので、地域でのごみ出しの意識を高めることも必要である。 

３　その他【事務局　近藤】
　　プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律について
・・・配布資料１８ページに沿って説明。
令和４年４月１日から、プラスチック資源循環戦略を具体的に実施していくために具体的な取り組みが定められた法律が施行される予定である。
刈谷市では排出されたプラスチック製品ごみを、「再生利用」・「熱回収」の順にできる限り循環的な利用を既に実施しており、新法の趣旨の沿う処理方法であると考えているため、国の動向を鑑みながら現状のまま循環利用をしていきたいと考えている。また、新たに指導等があった際には必要に応じて収集・処理方法変更していくことを検討している。
＜質疑応答＞
　【会長】：法律が新たにつくられ、廃棄するプラスチックの処理の基準が変わる。今までは熱回収として燃やしていたプラスチックを簡単に燃やすことができなくなる。
　　　　   汚れなどでリサイクルできない状態であるプラスチック以外は、安易に燃やすことはできなくなる。

　【商工会議所　岡田委員】：新法成立後に、変わるという項目の中で、「５．製造・販売業者等による自主回収が制度化される」とある。自主回収に取り組むよう加盟店に働きかけを行った方が良いと思うが、市から事業者に対する説明・周知を行う予定はあるか。 
　【事務局　鷹羽課長】：事業者への説明等は今現在未定である。
　【会長】：商工会議所から、リサイクルに対する前向きな意見が出たので、是非とも市には前向きな取り組みを期待する。
＜自由意見＞
　【PTA連絡協議会　尾本委員】：本会議の議題で図られている、ごみ袋の素材やごみの収集・処理方法等のハード面の変更は大変効果的で、意義のあることだと思う。しかしながら、ソフト面の取り組みについても行って欲しいと思う。どこからどのようなごみはどれくらい排出されていて、そのために市の埋立場が毎年これだけ埋まってしまっており、危機的状況にある等の情報があると、市民も身に迫ってごみの減量・分別に取組めるようになると思う。周知方法として、印刷製本した綺麗なパンフレットを使用すると、どこか他人事と思ってしまう人が多いと思うので、地区の回覧板など身近なものを使っての周知が効果的だと思う。
　【副市長　近藤委員】：刈谷市は、公共バスが無料であり、水道料金や国民健康保険料も近隣市と比較すると安い。それは、市民にとって暮らしやすい街になっていると思うが、作田委員から、ごみ袋代が安いと、他市からごみが持ち込まれるとの意見をもらい、安いからこそ生じる問題もあると改めて気付かされた。ソフト面の整備の必要性を強く感じた。
　　【会長】：ごみの減量や分別の必要性・大切さについて学べる体験がとても効果的であるので、訪問授業などが適当ではないかと思う。子どもが学ぶと親に影響を与えるので、子どもを対象としたものがより望ましい。また、担当課だけでなく、様々な課と共同して取り組めると良い。
【事務局　鷹羽課長】：４年生向けの環境副読本「ゴミとわたしたち」を毎年作成しており、授業に使ってもらっている。（現物を提示しながら説明）
　　【事務局　近藤部長】：昨日、市長がゼロカーボンシティ宣言を行った。その取り組みの１つとして、クリーンセンターでのごみの焼却時に発生した火力を利用して電気をつくり、その電力を供給する新電力会社を知立市と共同で立ち上げていく。作った電気は知立市や刈谷市で使用し、電気の地産地消を行う。その後は、両市内に設置されている太陽光パネルで作られた電力を新電力会社で買取りすることも予定している。
【会長】：闊達な意見交換ができたことを大変嬉しく思う。本日の意見を踏まえ、今後の施策に活かしてほしい。
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